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発表内容  

言葉遊びは〈意味〉と同様に〈形式〉に深く関わるため、言葉遊びの翻訳においては〈意

味〉と〈形式〉の両方を再現しなければ、その面白さを訳文に反映することができない。

しかし他言語間翻訳において起点言語の〈形式〉を保持することは論理的に不可能である

ため、言葉遊びは一般的に翻訳できないと考えられている。では小説や漫画などの作品中

の言葉遊びは、翻訳者によってどのように訳出されているのだろうか。この点について検

証するため、本研究はフランスの BD シリーズAstérix をコーパスとして、原文の言葉遊

びとその日本語訳・英語訳を、以下に示す a)～f)の項目にしたがって比較・分析した。 

 

a) 遊戯項/被遊戯項 

b) 遊戯項の意味/被遊戯項の意味  

c) 遊戯項の統語範疇/被遊戯項の統語範疇  

d) 遊戯項と被遊戯項の関係性 

e) 遊戯項の isotopie/被遊戯項の isotopie 

f) 文脈的関連性 

 

これらの項目のうち、a)、c)、d)は〈形式〉、b)、e)は〈意味〉、f)は〈文脈〉に関する

ものである。本発表では、このように仏語原文と日本語訳および英語訳を各構成要素に分

解し、それぞれの項目を比較することによって、日英の訳文がどの程度原文の〈意味〉、

〈形式〉、〈文脈〉の側面を再現しているのか検証した。その結果、日英いずれの翻訳にお

いても、仏語原文の形式的側面と意味的側面、文脈的側面が全て部分的に再現されている

ことが確認できた。一見すると「翻案」とも思われる言葉遊びの翻訳も、原文の言葉遊び

のメカニズム（意味的要素・形式的要素・文脈的要素）を最大限に反映させた訳文になっ

ていることが明らかになったと言える。今後は翻訳者の個性や時代的背景、想定される読

者層なども考慮し、より広い視野からの翻訳分析を試みたい。 
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